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障害者と家族
国際家族年について考える●芹沢茂登子
障害を持った息子と共に•岩崎由美子
しゅうとたちとの日々•広冗里枝子
自の見えないパパとママ●清水パル、
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r讀 障害」の内容鰈I海 ぅ庸欝糀滋訂についてのお順い



9 点訳のパートナー

オーツキプリンターは情報化時代に遥応した点字プリンター

として幅広くご活用いただけます。

＊点字と活字が同時にプリントされます。 ●特長

価格88万円

BT-5000型 1．点字と活字を同時に印字又は点字のみ

ヽ

を打出す事ガできま可。

2.用紙は単栗又は連続用紙1f可能、インク
ローラの取り付けも商単です。

3.自動紙幅検出、自動改行ガできます。

4. 8、米、英、独、仏の5ヶ国話がプログ
ラムされています。

5.点字グラフィックを打出す事ガできます。
6.本機はシリアル及びバラレルインタフェ
ースを兼備えております。

翌 ーニーズに応え低価格を実現．／I ●特長
BT-3000型 1．両面印刷機能をサポートしています。

ヽ

に
_., 

価格48万円

2.ペーバー先端検知機能により用紙のセッ
トガ簡単です。

3.連続用紙の使用で1セット1.000枚のプ
リントガ可能です。

4.点字サイズは巳本標準サイズです。
5.小型軽量のだめ湯所を取ら可扱いも簡
単です。

プリンター対応ソフト

AOK点字ワープロ、プレイルスターII、

エクストラ、ガッテンダ、 BASE/TDC
他

※当社では、ユーザーの皆様ガ安心してお使いいだだけるよう、確実と信頼を実証してあります。--IてテつJエ-ii-株式会社総合企画研究所
TECHNOl EIGHT 〒192東京都八王子市片倉町 3 5 8 番地

TEL 0426 (37) 0592 FAX 0426 (37) 0~93 



竹下弁護士独立

点字による司法試験で最初の合格者である竹下義樹さん、弁護士生活はl国こ

になります。今年“竹下法律事務所’'を開設し新たなスタートを切りました。

事務所の所在地は京都市中京区竹屋町適慈屋町角。

5月l4日、京都市内のホテルで開かれた開設祝賀パーティーには、

弁護土、福祉・障害団体関係者、友人など26浣ミ名が集まりました。



塩谷靖子さんカザルスホールで熱唱

塩谷靖子さん (5置反全盲）は今年3月、全日本洟奏家協会主催

の第4回全日本ソリスト・コンテストで審査員賞を受賞しました。

6月 l2日畔•お茶の水のカザルス・ホールで入賞者披霧演奏会

が開かれ、ブラームス、フォーレ、トスティなど5曲の歌声ガ披露

されました。塩谷さんが本格的に声学を始めたのは7年前とか。
当日の模様は、 6月13日のN日Kニュースフでも紹介されていま

す。こ覧になった方も多いのでは……。



おもちゃショーで「小さな凸」の提案

「「`,-, 

‘ ‘一
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6月巳日から4日間にわたって幕張メッセで開かれた今年のおも

ちゃショーで小さな凸のおもちゃたちが勢揃い。音をさびるおもちゃ、

言葉をさわるおもちゃ、形をさわるおもちゃ、いっしょにあそぶお

もちゃなどが27社の協カメーカーから出展されました。



立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後記

No. 132をお届け します。今回から「ポランティア最前線」をスタ ート させ

ました。その 1回目が 「視覚情報保障の会」です。これを書く前に 「点字毎

日」 5月15日号を読んでいて 「あれえ、また訂正記事が出ている」と思いな

がら改めて読み返しました。いわく、 「 •• •••• 4月から紙面刷新に合わせて編

集方式を大きく変えています。それに伴ない編集上のミスがあり・・・・・・」です。

点毎がこのような前置きを書く とは・・・…と思っていま した ら、何と「視覚節

害、お前もだよ」と言わんばかりに筆者から文字を訂正してほしいという電

話が入りました。 5月号の新連載予告で「保障」が「補償」になっていると

いうことです。 筆者並びに関係者に対し深くお詫び致します。私は漢字知識

がないため代筆をしてもらう時いちばん問い直される言葉に、 「どちらのホ

ショウです？ 」と いうことで頭を抱えているだけに、 ミスが痛いほど身に し

みました。昨年「視覚障害者とボランティア」という研修会を名古屋で開き

ました。また最近ラジオで「ポランティアと福祉とを混同している面がある

・・・・・・」と話しているのを聴きました。この連載を通してボランティアという

言葉と実体を考えていかれればと願っております。
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